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尿性器 感染症に対す るKW-1062の 検討

古 澤 太 郎

京都第二赤十字病院泌尿器科

KW-1062は, Micromonospora sagamiensisか ら

分離 産生 された新Aminoglyceside系 抗生物質であ る1)。

今 回,本 剤の臨床成績な らびに副 作用 について検討 した

ので報 告す る。

I. 研 究 方 法

18～78歳(♂ 17例, ♀6例)ま での尿性器感染症入

院患老計23例(慢 性複雑性膀胱炎8例,急 性腎盂腎炎

7例,慢 性腎盂腎炎4例,外 傷性睾丸 炎1例,急 性副睾

丸炎2例 お よび感染性陰嚢水腫1例)に KW- 1062を 1

回投与量40～80 mgと して1日2回(12時 間毎)筋 注

を お よそ1～2週 間症状経過 に応 じて継続 した。

効果判 定は,尿 路感染症にお いては,U. T. I.基 準に

よ り,ま た性器感染症に おいては,発 熱,腫 脹等 自 ・他

覚所 見の推移を もって判定 した。

II. 臨 床 成 績

1. 尿路 感染症

1) 慢 性複雑性 膀胱 炎(Table 1);投 与 対象8例 す

べ てがなん らか の基礎疾 患や炎 症の複雑化要因を有す る

もので,基 礎痰患 としては前立腺 肥大症4,膀 胱腫瘍3

な らびに癒痕性尿道狭窄1で,さ らに複雑化要 因 として

被 膜下前立腺摘 出後 の ものが2,経 尿道的前立腺 切除後

の ものが2,経 尿道的膀胱腫瘍 焼灼術後 のもの3の7例

はいずれ も本剤投 与直 前 または投与前半位 まで数 日か ら

2週 間位経尿道的 留置カテールを設 置されていた もので

あ り,そ のほか の廠痕 性尿道 狭窄の1は すでに数カ月職

も永久的膀胱痩 を設置せ られていた ものであ る。

これ らの投与効果 は,著 効2,有 効2な らびに無効4

で,有 効以上 の効果 率は50%で あ った。

無効 の4例 につ いてさ らに検 討を加え ると,基 礎疾患

別では搬痕 性尿道 狭窄のため永久的膀胱痩設置中の1例

(♂, 72歳),若 年 性型前立腺肥大症で経尿道的前立腺切

除術後 の1例(♂, 42歳),膀 胱腫瘍で経尿道的焼灼術

後の1例(♀, 70歳)お よび前立腺肥大症で被膜下前立

腺摘 出術後 の1例(♂, 68歳)で あ り,起 因菌別でば

pseptdomonas aeruginosa (GM感 受 性+) 1例,Proteus

vulgmis (GM感 受性 〓) 1例,Proteus mirabilis (GM

感受性 〓)か らProteus morganii (GM感 受性〓)へ

の菌交代 の1例 ならびにCitrobacter (GM感 受性帯)か

らEnterobacter (GM感 受性〓)へ の菌交代 の1例 で

あった。 なお,Proteus vulgarisの1例 は14日 間投与

終 了翌 日の尿培 養では陰性 であったが,尿 沈渣鏡検所見

では細菌 陰性なが ら白血球 の有意 の存在 がなお認め られ,

ていた ものであ る。 また,投 与量別 では1回40mg 1日

2回 筋注で12～19日 間 の ものが7例 で,他 の1例 は1

回80mgで1日2回 筋注6日 間の ものであ った。

2) 急性腎盂腎炎(Table 2);投 与対 象は7例 で,う

Table 1 Urinary tract infection (Chronic complicated cystitis)
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ち4例 は基礎疾 患を有 す るいわ ゆる複雑性の もので あっ

た。投与効果 は著 効5お よび有効2で,全 例が有効以上

の成績 を示 している。

ただ,後 述 もす るが,症 例3は 下 熱せぬ まま他医か ら

の紹介で緊急入院 した もので,症 状重篤な まま腎障害 の

有無 もチ ェックす る余裕 もな く本剤投与を開始 したが,

投与直前の血 清BUNな どが高い ことが投与経過 中の3

日目に初めて判明 し,な お念のため3日 目の 血 清BUN

などを緊急に検査 した所が さらに高値 とな ってい った の

で,再 度 の検査値 の判 明した投与4日 目で本剤投与 を中

止 した ものであるが,本 剤中止後は可逆的に腎障害 も回

復 し,ま た,投 与4日 目の時点 での臨床効果 も有効 であ

ったものである。 なお また,投 与前尿 中起 因菌分離 が陰

性の症例1お よび2の2例 はいずれ も他 医にて加療(薬

物名不 明)中 に当料へ転送 せ られた ものであ るが,い ず

れ も高熱発作 を伴 い,投 与前の尿所 見では多数の白血球

とグ ラム陰性桿菌 を認めた ものの,症 状重篤な まま休薬

期間をおかずに一応投与前尿培養施行に引続い てただ ち

に本剤投与を開始 した もので,来 院以前の投薬が尿培養

上の難発育性要因 とな った もの と考え られ,細 菌学的効

果判定は不能であ った ものであ る。

症例6(Fig. 1)は,51年8月2日 左尿管下部結石摘 出

術後尿管痩形成あ り,ス プ リン トカテーテルを左腎盂 ま

で経尿道的に設置 し,左 腎盂感染に よる腎盂腎炎様高熱

発作 などあ りCEZ投 与を行 なっていたが,菌 交代(Aci-

netobacter amilratum → Pseudomonas aerugimosa)を

認め たので,本 剤投与に切換 えた もので ある。 スプ リン

トカテーテル再交換後再び 高熱発作 もみ られた が,本 剤

投与継続 で下熱 し,そ の時 の尿培養成績 は不変 ではあ っ

たが,尿 沈渣鏡検成績 で も感染所見 がやや軽快 してお っ

たので,一 応臨床的 には有効 と考 えた ものであ る。

投与量別では1回 量80mgは1例(症 例2著 効)だ けで,

他はいずれ も1回 量40mgの ものであ った。

3) 慢性 腎盂腎炎(Table 3);投 与対象4例 全 て,炎

症を複雑化せ しめ る様な基礎疾患や要因を有す るもので

あった。本剤投与前 の尿中起 因菌の培養分離が2例(症

例2お よび3)に 陰性で不明であ った。す なわ ち,症 例

2は 他医にて加療 中(薬 物名不 明),下 熱 などみ られ な

いままに転 送されて きた ものであ り,症 例3 (Fig.2)は

両尿 管結 石お よび両感染性水腎症例 で,右 尿管結石捕 捉

排除並 びに左尿管切石術後 もProteus vulgarisに よる

腎盂 感染がなお存在 したので,Ticarcillinの 投与 を行

な って一 時軽快 していたが,Ticarcillin投 与中止後1

週 間 目位か ら38℃ までの 高熱 を伴 な って尿感染所見の

再燃 をみ,尿 培養上起因菌は不 明ではあったが,1回 量

40mgの 本剤投与を9日 間継続 し著効 を得 た ものであ る。

症 例4 (Fig.3);左 尿管切石術後左感 染性水腎に尿

管痩を併発 し,左 尿管 スプ リン トカテーテルを設 置 して

尿管痩 も自然閉鎖 し,熱 発作 もみ られない まま経過観察

中に,39℃ に及ぶ高熱発作 がまた出現 したので,本 剤を

Table2 Urinary tract infection (Acute pyelonephritis)

Fig.1 Acute pyelonephritis (Case No.6)
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1回 量80mgと して投与を開始 した。投 与後3日 目か ら

下 熱 し,投 与7日 目に尿管 スプ リン トカテーテルを も抜

去 し,な お本剤投与を20日 目まで継続 した もので,投

与終 了後 の尿所見 は まつた く正常 とな り,尿 培養 も陰性

化 して,投 与後2週 間で も尿感染 の再発 もな く著効 とし

た ものであ る。

投与量別 では前述 の症例4の みが1回 量80mgで,そ

のほかは1回 量40mg投 与であ った。症例2お よび4は

それぞれ19ま たは20日 間 とやや長期間本剤投与を行

ったが,腎 ・肝 お よび血 液成分な どにはみ るべ き副作用

もなか った。

結果的には,こ れ ら慢 性腎盂腎炎の4症 例についての

投与効果は全例が著効 であ った。

2. 男性性器感染症(Table 4)

症例1の 左外傷性睾丸炎 の1例 のみが有 効のほかはす

べ て著効を示 し,こ とに症 例4の 左感染性 陰嚢水腫 は術

前 の発熱 消槌 し,術 創 感染 もな く創 は1次 的に閉鎖 し

た。

投与 量別 では症例2の 両副 睾 丸 炎 の1例 に1回 量80

mgを 用 いたほかはすべて1回 量40mgで,投 与期 間

は症 例4の み が7日 間で,そ のほかはいずれ も14日 間

であ った。

以上述べた臨床成績 を要約す る と,尿 路感染 症では慢

性複雑性膀胱炎症例 で8例 中4例 が有効以上を示 したに

過 ぎなか ったが,腎 盂腎炎症例 では急性 の7例 ならびに

慢性4例 とも全11例 が有効以上を示 した。 また,男 性

Table 3 Urinary tract infection (chronic pyelonephritis)

Table 4 Genital organ infection (•‰)

Fig.2 Chronic pyelonephritis (Case No.3)
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性 器感染 症の4例 も全 例が有効以上 を示 した。

III. 副 作 用

1. ア ンルギ ー反応 出現有無

全症例 につ いて,本 剤投与前毎 に皮 内単刺法 によ る皮

膚反応 を試み なが ら投与を行 なったため もあるが,本 剤

投与に よる発疹 などのア レルギ ー反応に よる と思われ る

副作用は見 られなか った。

2. 血液所見に及ぼす影響

本剤投与前後 の各血液成分 などに及ぼす影響 を検討 し

た が,全 例に本剤投与に よる と考 えられ る影響,変 化 は

なか った(Table 5)。

3. 肝機能に及ぼす影響

本剤投与前後,と きには投与期間 中に も,各 症例での

S-GOT, S-GPT, AL-Pな らびにZTT値 な どの変化を

検討 したが,全 例に本剤投与 に よると考え られ る肝障害

所見はみ られ なか った。

4. 腎機能に及ぼす影響

前に も述べたが,高 年齢者 であ らか じめ腎障害のあ っ

た急性腎盂腎炎症例 の1例 にだけ腎障害の可逆的増悪を

認めた以外には本剤投与で腎障害,影 響 を示 した ものは

なか った。

す なわち,こ の1例 とは,78歳 の男子 例(Fig.4)で,

2年 前 か ら前立腺肥大症 と前立腺結石に よる排尿 困難 が

時 々あ り,来 院10日 前か ら38℃ に及ぶ発熱発作 が続 い

て,昭 和51年4月19日 他医か らの紹 介によ り当科受診後

ただちに緊急入院 した もので ある。入院 時 に も39.4℃

までの発 熱発作あ り,急 性腎盂腎炎,急 性膀胱炎 ならび

に前立 腺肥 大症の診断で,た だ ちに本剤40 mgを4月19

日午後1回 のみ 筋 注,翌20日 よ りは1日2回(朝 夜12

時間毎)1回 量40mgを 筋 注す ることとした。4月21日

熱発 は消裾 して一般 状態 も改善 したが,入 院時 の本剤投

与前 での血 清BUN, NPNお よび ク レアチ ニ ン値が そ

れぞれ28.0mg/dl, 36.0mg/dlお よび1.6mg/dlで あ

ることが よ うや く判 明 したので,本 剤投 与 を 継 続 しつ

つ,さ らに確 認 のため これ らの再検 を行 った。翌 々日の

23日 にそれ らの成績が血清BUN 36.5mg/dl, NPN 46.0

mg/dlお よび クレアチ ニン1.2mg/dlと ク レアチ ニン

を除いて さらに上昇 してい るこ とが確認 されたので,23

日午 前中の筋注で投与を中止 し,当 日同時に判 明 した尿

中起因菌のStaph.aureusに 感受 性のあ るCEX内 服

投与に切換えた。中止翌 日の4月24日 朝 の 血 清BUN,

NPNお よび クレアチ ニン値 は そ れ ぞ れ27.0mg/dl,

32.0mg/dlお よび1.3mg/dlと な り,中 止後3日 目の

4月26日 朝 の血 清BUNは24.5mg/dl,ま た ク レアチ

ニンは0.8mg/dlと さらに下降 していた。

Fig.3 Chronic pyelonephritis (Case No.4)

Fig.4 Acute pyelonephritis (Case No.3)
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結果的に本症例 の場合 は,本 剤投与に よる腎機能障害

の増悪は可逆的 な範 囲のものであ った として も,起 因菌

の判明 した時点 では,本 荊 投与適 応ではなか った ともい

い得 るが,一 般 に難 治性尿路 感染症の増加 してい る今 日

で,た とえば本症例 の ような悪寒戦藻を伴ない一般状態

も不良で,起 因菌決定 や腎機能 な どをチ ェックす る時間

的余裕 のない場合 には,有 効率 の高い本剤な どをfirst

choiceと して用 い る傾 向に走 りやすいが,こ とに 高 年

齢者の本症例の よ うな場合は充分留意 しなければな らな

い ことと反 省 してい る。

5. 第8脳 神経 系障害

本剤投与に よると思われ る難聴やめ まいな どの出現例

ははなか った。

ただ,慢 性複雑性膀胱炎で1回 量40mg投 与 の1例

Table5 Laboratory findings before and after KW-1062 therapy



VOL. 25 NO.7 CHEMOTHERAPY 2203

(症例3)で,本 剤投与開始2日 目か ら9日 目まで軽 い耳

鳴を訴えたが特別な治療を加えな くとも投与10日 目か

ら消失し,終 了時 の14日 目に至 って も本剤 投与中に も

かかわらず耳鳴 の再発 もなか った。本症 例は元来幼 少時

に左中耳炎 の手術 の既往が あ り,念 のため本剤 投与 前後

に聴 力検査を行 なってい るが,前 後 とも左耳 は8kHzだ

けがき こえないで,右 耳 は高音部で10～20 dbの 減退を

示す とい うパター ンは変 っていなか った。 また,投 与後

の前庭機能検査 でも異常 は認め られ なか った。 この耳鳴

が本剤投与 中のある期 間中だけに本剤投与に影響 され て

出現 したのか,あ るいはま った く無関係に出現 しただけ

の ものであ るかは現在 もなお不明ではあ る。

IV. む す び

1) 成人の尿性器感染症23症 例にKW-1062を1回

40～80 mg 1日2回 筋注でお よそ7～14日 間用 いた臨 床

成 績では,慢 性複雑性膀胱炎4例 に無 効で あ っ た 以外

は,他 の19例 にはすべ て有効 以上 の効果 を認めた。

2) 副作用では,重 篤 なままあ らか じめ併存の腎障害

程度未知の間に本剤投与 を開始 し,そ の後腎障害 の増悪

を確認 して投与を 中止 した ところ,腎 障害 も可逆的に投

与前状態以上 に回復 した1例 を除いては,腎 お よび肝機

能,血 液成分 ならび に第8脳 神経系に本剤投与に よると

思われ るよ うな影響 を示 した症例はなか ったQ
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KW-1062 was clinically applied to 23 cases at a daily dose of 80 to 160 mg for 7 to 14 days. The 
results obtained were excellent or good in 19 cases, positive rate being 82. 6%. As a side effect of this. 
drug, nephrotoxicity was observed only in one case. Renal functions had been originally lowered in 
this case. No side effects on renal and hepatic functions, blood or 8 th cranial nerve were observed 
in other cases at all.


